
　　　

　外国語学部

　　　外国語学科

　　学士（文学）

対象年度

区　分 春季入学 その他の学期 春季入学 その他の学期 春季入学 その他の学期 春季入学 その他の学期

300人 -人 300人 -人 300人 -人 300人 -人

1639 - 1739 - 1602 - 1628 -

(0・0) (　-　) (10・0) (　-　) (9・4) (　-　) (10・15) (　-　)

[65] [ - ] [33] [ - ] [57] [ - ] [49] [ - ]

1578 - 1276 - 1559 - 1584 -

（５）　調査対象学部等の名称，定員，入学者の状況等

（注）・　当該調査対象の学部の学科または研究科の専攻等，定員を定めている組織ごとに記入してください。
　　　・　様式は，平成２０年度開設の４年制の学科の場合（平成２３年度までの４年間）ですが，開設年度・
　　　　修業年限に合わせて作成してください。（修業年限が３年以下の場合には欄を削除し，５年以上の場合
　　　　には，欄を設けてください。）

　（５）－①　調査対象学部等の名称，定員

調査対象学部等の
名称（学位）

設 置 時 の 計 画
備　　　　　考

修業年限 入学定員 編入学定員 収容定員

年 人 年次 人

人

4 300 - 1200

( - ) ( - )

　　　　　　　

　（５）－②　調査対象学部等の入学者の状況

平成２０年度 平成２１年度 平成２２年度 平成２３年度
平均入学定員

超 過 率
備　　考

( - )

[ 　-　 ] [ 　-　 ] [ 　-　 ] [ 　-　 ]

志願者数

Ａ　 入学定員
300 300 300

編入学の状況
の表記（A

300
( - )

1578 1276 1559 1584

(0・0) (　-　) (10・0) (　-　) (9・3) (　-　) (9・14) (　-　)

[62] [ - ] [33] [ - ] [50] [ - ] [43] [ - ]

831 - 765 - 710 - 697 -

(0・0) (　-　) (6・0) (　-　) (5・1) (　-　) (6・3) (　-　)

[36] [ - ] [28] [ - ] [42] [ - ] [32] [ - ]

368 - 311 - 320 - 315 -

(0・0) (　-　) (4・0) (　-　) (3・1) (　-　) (6・2) (　-　)

[23] [ - ] [19] [ - ] [36] [ - ] [18] [ - ]

入学定員超過率

Ｂ／Ａ

　　　　ください。

　　　・　短期交換留学生など，定員内に含めていない学生については記入しないでください。

受験者数

合格者数

Ｂ　 入学者数

1.22 1.03 1.06 1.05

（注）・　（　 ）内には，編入学の状況について外数で記入してください。なお，編入学を複数年次で行って

　　　　いる場合には，((  ))書きとするなどし，その旨を「備考」に付記してください。 該当がない年には

　　　　「－」を記入してください。

　　　・　[ 　 ]内には，留学生の状況について内数で記入してください。該当がない年には「－」を記入して

　　　・　留学生については，「出入国管理及び難民認定法」別表第一に定められる「『留学』の在留資格（いわゆる

1.09倍

の表記（A・
B）は、Aが2年
次編入、Bが3
年次編入であ
る。

　　　　「留学ビザ」）により，我が国の大学（大学院を含む。），短期大学，高等専門学校，専修学校（専門課程）

　　　　及び我が国の大学に入学するための準備教育課程を設置する教育施設において教育を受ける外国人学生」を

　　　　記載してください。

　　　・　学期の区分に従い学生を入学させる場合は、春季入学とその他の学期（春季入学以外の学期区分を設けている

　　　　場合）に分けて数値を記入してください。春季入学のみの実施の場合は、その他の学期欄は「－」を記入して

　　　　ください。また、その他の学期に入学定員を設けている場合は、備考欄にその人数を記入してください。

　　　・　「入学定員超過率」については，各年度の春季入学とその他を合計した入学定員，入学者数で算出して

　　　　ください。なお，計算の際は小数点以下第３位を切り捨て，小数点第２位まで記入してください。

　　　・　「平均入学定員超過率」には，開設年度から提出年度までの入学定員超過率の平均を記入してください。

　　　　なお，計算の際は「入学定員超過率」と同様にしてください。

　　　・　「平成２３年度」には，平成２３年５月１日現在の状況を記入してください。
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対象年度

学　年 春季入学 その他の学期 春季入学 その他の学期 春季入学 その他の学期 春季入学 その他の学期

[23] [　-　] [19] [　-　] [36] [　-　] [18] [　-　]

368 - 311 - 322 - 318 -

[21] [　-　] [19] [　-　] [31] [　-　]

356 - 308 - 314 -

[20] [　-　] [16] [　-　]

335 - 292 -

[20] [　-　]

319 -

　　　・　短期交換留学生など，定員内に含めていない学生については記入しないでください。

　　　・　「平成２０～２２年度」には，確定した数値を記入してください。

　（５）－③　調査対象学部等の在学者の状況

平成２０年度 平成２１年度 平成２２年度 平成２３年度
備　　　　　考

１年次

２年次

３年次

４年次

計
[24] [40] [75] [85]

368 667 965 1243

（注）・　[ 　 ]内には，留学生の状況について内数で記入してください。該当がない年には「－」を記入して

　　　　ください。

　　　・　留学生については，「出入国管理及び難民認定法」別表第一に定められる「『留学』の在留資格（いわゆる

　　　　「留学ビザ」）により，我が国の大学（大学院を含む。），短期大学，高等専門学校，専修学校（専門課程）

　　　　及び我が国の大学に入学するための準備教育課程を設置する教育施設において教育を受ける外国人学生」を

　　　　記載してください。

　　　・　学期の区分に従い学生を入学させる場合は、春季入学とその他の学期（春季入学以外の学期区分を設けている

　　　　場合）に分けて数値を記入してください。春季入学のみの実施の場合は、その他の学期欄は「－」を記入して

　　　　ください。また、その他の学期に入学定員を設けている場合は、備考欄にその人数を記入してください。

　　　・　「計」については，各年度の春季入学とその他の学期を合計した在学者数，留学整数を記入してください。計」 ，各年度 春季入学 そ 他 学期を合計 在学者数，留学 数を記入 。

　　　・　「平成２３年度」には，平成２３年５月１日現在の状況を記入してください。

　　　・　「平成２０～２２年度」には，確定した数値を記入してください。
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[2]
16

[23]
368

うち平成２０年度入学者 16人 うち平成２０年度 368人

[1]
26

[40]
667

うち平成２０年度入学者 18人 うち平成２０年度 352人

うち平成２１年度入学者 8人 うち平成２１年度 315人

[8]
45

[75]
965

うち平成２０年度入学者 10人 うち平成２０年度 334人

うち平成２１年度入学者 16人 うち平成２１年度 307人

うち平成２２年度入学者 19人 うち平成２２年度 324人

　（５）－④　調査対象学部等の退学者等の状況

平成２０年度

（平成20年4月1日～
平成21年3月31日）

退学者数（ａ） 在学者数（ｂ）
入学者に対する
退学者数の割合

（a/ｂ）

　　　 4.3％

　　　　　　区　分

 対象年度

計 （累積）計

（主な退学理由）
・経済的理由　1人　・健康上の理由　1人　・進路変更　6人　・一身上の都合　4人　・個人留学
1人　・除籍　3人

平成２１年度

（平成21年4月1日～
平成22年3月31日）

平成２２年度

（平成22年4月1日～
平成23年3月31日）

計 （累積）計

計 （累積）計

（主な退学理由）
・健康上の理由 1人 ・進路変更 19人 ・一身上の都合 17人 ・除籍 8人

　　　 3.9％

（主な退学理由）
・経済的理由　1人　・健康上の理由　1人　・進路変更　13人　・一身上の都合　9人　・懲戒　1
人　・除籍　1人

　　　 4.7％

健康上の理由　1人　 進路変更 19人 身上の都合 17人 除籍　8人

　　　　前年度までの確定した在学者数】で除した割合（％）を記入してください。その際，小数点以下第２位を四捨五入し，小数点以下

　　　・　「主な退学理由」は，下の項目を参考に，その人数も含めて記入してください。

　　　　　　・就職　　　・学生個人の心身に関する事情　　　　・家庭の事情　　　・除籍　　　　・その他

　　　　　　・就学意欲の低下　　　・学力不足　　　・他の教育機関への入学・転学　　　　　　　・海外留学

　　　・　「入学者数に対する退学者数の割合」は，【当該対象年度における退学者数】を，【当該対象年度の入学者数＋当該対象年度

　　　　第１位までを記入してください。なお，参考までに例示を添付しますので，そちらをご参照ください。

（注）・　各年度の退学者数・在学者数については，該当年度間（例えば，平成22年度であれば，平成22年4月1日から平成23年3月末

　　　　まで）の状況を記載してください。また，数字については確定した数値を記入してください。

　　「留学ビザ」）により，我が国の大学（大学院を含む。），短期大学，高等専門学校，専修学校（専門課程）

　　　・　　[　　]内には，留学生の状況について内数で記入してください。

　　及び我が国の大学に入学するための準備教育課程を設置する教育施設において教育を受ける外国人学生」を記載
　　してください。

　 ・　留学生については，「出入国管理及び難民認定法」別表第一に定められる「『留学』の在留資格（いわゆる
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4 1.17

4 1.18

4 1.05

4 1.17

4 1.19

4 1.21
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(H22)

Huber Walter
A.R.(59)

Pipe Jason

Underwood, James

Mcvay
Paulchris(56)

Discussion on Culture

17



Discussion on Culture

Discussion on Culture

Krummeich R.E(60)

18



Torikian
Merwyn(39)

Intensive English Workshop

Hull Kerrym.(41)

Discussion on Culture

Struc Andrew(38)

Intensive English Workshop

ENGLISH FOR COMMUNICATION

Addison Neil
M.(35)

ENGLISH FOR COMMUNICATION

19



20



Lang Claudia(35)
Schutterle
Holger(35)

Kaczmarek Nadine
(30)

Sakanishi
Erizabesu(47)

Walker Richard
John(35)

ENGLISH FOR COMMUNICATION
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(33)

Sofka
Jerilynn(56)

Hay William
A.(48)
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Muller Birgit(50)

Boeler Rosi(46)

Rupelle Guydela
(53)

E.(45)

Ward Lisa-
Jane(39)

(H22)

23



ENGLISH WORKSHOP A
ENGLISH WORKSHOP B

Merner Tom(44)

24



32 19 1 7 59 0 36 18 1 7 62 0

19 1 7 59 0 0

4 Huber Walter A.R.
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　ａ　ホームページに公表の有無　　　　　　　　　（　　　有　　　・　　　無　　　）

　ｂ　公表予定時期　　　　　　　　　　　　　　　（平成23年　6月　20日　　）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（　承 諾 す る　・　承諾しない　）

　ｃ　文部科学省ホームページから、貴学ホームページの「設置計画履行状況報告書」掲載ページへのリンク

　d　上記で「承諾する」を選んだ場合、そのリンク先のアドレス

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（http://www.reitaku-u.ac.jp/daigaku/torikumi/torikumi07.html）

（４） 情報提供に関する事項

○　設置計画履行状況報告書

　　　　トップページではなく直接リンクする先を「ｄ」に記入してください。

（注）・「ｃ」において「承諾する」場合，文部科学省のホームページにてリンク先を掲載しますので，大学等の

　　　　　なお，「ｄ」のリンク先のアドレスが未定の場合は，決まり次第，文部科学省高等教育局大学設置室あてに，

　　　　メールにてご報告ください。

　　　　　※大学設置室メールアドレス ： d-secchi@mext.go.jp
　　　　　　　件名は「【調査係あて】AC報告書等HPリンク先（○○大学）」としてください。
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麗澤大学ファカルティ・ディベロップメント委員会細則 
平成 20 年 4 月 1 日 

制定 
(目的)  
第 1 条 この細則は、麗澤大学委員会規程第 2 条第 2 項に基づき、大学ファカルティ・デ

ィベロップメント委員会(以下「委員会」という。)について定めることを目的とする。 
  
(任務)  
第 2 条 委員会は、全学のファカルティ・ディベロップメント(本学及び本学教員の質的向

上を図るために組織的に取り組む活動のこと、以下「FD」という。)活動が持続的に実

行されるよう、次の事項を行う。 
(1) FD 活動に係る情報の収集と提供に関する事項 
(2) FD 活動の企画立案に関する事項 
(3) FD 活動の実施に関する事項 
(4) FD 活動の評価に関する事項 
(5) その他、FD 活動に関する事項 
  
(構成)  
第 3 条 委員長は副学長が任にあたる。 
2 委員は、次のとおりとする。 
(1) 学部代表者 各学部 2 名 
(2) 研究科代表者 各研究科 1 名 
(3) 学務部長 
(4) 学長が推薦する者 若干名 
3 委員会は、必要に応じ特定の事項について専門委員会を置くことができる。 
  
(事務の所管)  
第 4 条 この細則に関する事務は、学務部教務課、プラザ事務課及び企画部学長室が所管

する。 
  
(細則の改廃)  
第 5 条 この細則の改廃は、協議会の議を経て、学長がこれを定める。 
  
附 則 
1 この細則は、平成 20 年 4 月 1 日から施行する。 

32




